













なった 20世紀初頭の英国において、アーサー・ウェイリー訳の The Tale of Genjiがその文芸運動の中核にい
たヴァージニア・ウルフに影響を与えたことは確実であろう。ウェイリー訳を更に日本語に訳し直した佐復秀
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Miyako-bird! if not in vain men give
Thy pleasing name, my question deign to hear:̶
And has she pass'd away, my darling dear,
Or doth she still for Narihira live?⑸
しかし当然ながらこの自国の詩型を利用して、和歌の内容を伝えるという英訳方法にこだわるあまり、英詩の
詩型と韻律に囚われすぎて、ほとんど意訳になってしまっている。もちろん、明治期においても、『日本文学史』











1　Tsuki ya aranu: 1　Can it be that there is no moon
2　Haru ya mukashi no 3　And that spring is not
3　Haru naranu, 2　The spring of old,
4　Waga mi hitotsu wa 4　While I alone remain
5　Moto no mi ni shite? 5　The same person?⑺
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の難易度が上がり、翻訳も一挙に難しいものとなるのであろう。
　『源氏物語』の作中和歌英訳について述べたので、新しいワッシュバーン訳のそれについて少し触れておく。
ワッシュバーンは、これらの和歌英訳が長い年月をかけて培ってきた伝統を無視して三行訳という方式を採択
している。また、中身は完全な自由詩形で、訳文にはもう韻文の趣は無い。ただし、いわゆる歌ことばならぬ
詩的言語は使用してはいるが、韻文らしさはそのぐらいであり、ワッシュバーン訳で韻文と散文を弁別するの
は韻文がイタリック体になっているという見た目の体裁だけである。三行訳は意味不明で、物語に韻文が入り
込むこの特殊な文芸世界は、イタリック体という形だけのものに堕している。翻訳も進化するとは思うのであ
るが、こういう後退に出会うと、詩の心はかえって明治期のチェンバレンの方が伝え得ていた可能性があるの
ではないかとさえ思ってしまう。
3．おわりに
　古典和歌にしろ近代短歌にしろ、現代は、長年研鑽を重ねた人々が過去の翻訳を歴史として包含しつつ、そ
の上に新しい翻訳が産み出されている。古典和歌の世界に関して言えば、単なる歌集というレベルだけではな
く、歌合やまた周辺的な作品、例えば宗祇や芭蕉の終焉日記のようなものまで翻訳される時代となってきた一
方、有名な作品は何度も専門家によって翻訳される現象が起き、これによって、古典日本語を殆ど理解せず、
単に現代日本語会話に長けているというだけで、専門家がすでに英訳を出している作品をポピュラーな形で英
訳しなおし、さらにはその日本語訳まで出版し、大衆的、メディア的な人気を獲得する例も出てきている。翻
訳の世界はまさに玉石混交である。だが一方ではしっかりとした学問的バックグランドと語学力と深い知識と
洞察に支えられた多くの翻訳者も地道な仕事をしているのを見落としてはならないし、『万葉集』といった重
要な歌集の満足いく英語の全訳などは、実はまだまだこれからなのである。「翻訳の力」と題した催しを思い
ついたのも、また「歌合」ならぬ「翻訳合」というアクティビティーを通して、そのような地道な翻訳の世界
に少しでも光を当てたいと考えたからである。
